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コロイド量子ドット蛍光体はバンド間遷移による狭いスペクトル半値幅を特徴とし、ディスプ

レイ用途への利用が広がっている。我々はカドミウムフリー量子ドットとして、第 11–13–16 族半

導体である硫化銀インジウム (AgInS2) に注目し、その表面を硫化ガリウム (GaSy) で被覆するこ

とにより、スペクトル幅の狭い黄色のバンド端を得ることに成功した[1]。このたび、ディスプレ

イに必要な緑色発光を得るため、AgInS2 よりもバンドギャップの大きい AgGaS2 との合金組成を

目指し、AgInxGa1−xS2/GaSy コア/シェル量子ドットの合成を試みた。しかし、４元素で構成される

ナノ材料の合成は容易ではなく、Ag が In や Ga よりも低い温度域で、高速に S と反応し、Ag2S

の粗大粒子を生じる。反応性に乏しい Ag 源を用い、元素間でバランスをとるのが従来のアプロ

ーチであったが、本研究はこれと全く異なる新たなアイデアのもと、解決を試みた。Figure 1a に

示すように、加熱して活性化した S 源を含む溶液に、Ag を高速注入することにより、粒径の小さ

な Ag2S 粒子を大量に生成する。その直後、短時間のうちに In、Ga、S を含む化合物が堆積し、

Ag2S ナノ粒子を保護する。その後の昇温と時間経過とともに、Ag2S の中に In、Ga、S が拡散し、

合金化して目的生成物の AgInxGa1−xS2 を生じる。この反応は意図した通りに進行し、透明で、オ

レンジ色に発光する AgInxGa1−xS2 量子ドットの溶液が副生成物なしに得られた。さらに、得られ

たコア粒子に GaSyシェルを形成したところ、半値幅 30 nm の緑色発光が再現良く得られた (Figure 

1b) [2]。 
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Figure 1. (a) Schematic of AgInxGa1−xS2 core synthesis by Ag 
injection method. (b) Photoluminescence spectra of 
AgInxGa1−xS2 core and AgInxGa1−xS2/GaSy core/shell QDs. 
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